
 

  

 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：京都八幡高等学校 

UD 推進部 

令和４年度第８号  

１月 13 日(金)、現代社会で急増している DV（ドメスティック・バイオレンス）をテー

マに、特に親密なカップル間で起こるデート DV について学習しました。「モンスター彼女

～どうすれば?」というＤＶＤを観て、ＤＶの加害者、被害者にならないようにはどう

するべきかを考えました。 

【生徒感想文より】 

・気づきにくいのがデート DV なのかなと思いました。 

・相手の気持ちを大事にしないといけない。 

・意外と身近にあることで、他人事と考えてはいけない。 

１月 20 日(金)、同和問題をテーマに、ＤＶＤ「ＮＨＫ その時歴史が動いた 

人間は尊敬すべきものだ ～全国水平社・差別との闘い～」を鑑賞し、部落差別

解消に向けての歴史を学びました。 

【生徒感想文より】 

 ・差別は、された人だけでなく、した人も傷つくと思う。 

 ・言葉は、使い方によって相手を傷つけてしまうので、 

言葉の重みを意識していこうと思った。 

コロナ禍の前は、各コースの代表がそれぞれの学びの成果等を発表する機
会であったコース発表会ですが、コロナ禍を勘案し、昨年同様、３年生が
動画を制作し、それを授業で視聴するという形態をとりました。どの動画も
力作で、視聴した生徒から『企画力・プレゼン力は、どちらも社会に出た時
に必要となるので、そこを鍛えられるのがよいなと思った』『普段の体育ではや
らないような種目ができるのはうらやましかった』 
『八幡に住んでいるのに知らないことばかりだった 
ので、とても学べました。行動範囲が広いコースで 
楽しそう』などの感想が寄せられました。 
１年生は、20 日(金)にクラスで視聴しました。 
２年生は、２月に視聴する予定です。 

３年生の書道・美術選択者の作品が、校舎内に展示されました。 
高校生活の最後を飾る素晴らしい作品ばかりでした。 
 



 


